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【会員企業ご訪問：Vol.142】 

ムネカタ株式会社（北摂支部） 
今回は、大阪府高槻市にあるムネカタ株式会社大阪ファクトリーの取締役 木村 

武士様、永松 孝明様、課長 芝 義英様を訪ねました。 

 

 

 

当社の社名は、創業者の宗形 

年濶（むねかた としひろ）の姓を

カタカナ表記にて命名したことに

由来します。創業者は人類を不幸

にしている三悪を「貧困・病魔・差

別」として、この三悪を根絶やしに

して、平和と豊かな生活の実現を

究極の目標とし、「経営資本主義社

会」の実現を目指したことが創業

のきっかけです。この思想を企業

活動の中で具現化すべく、大阪府

守口市で、松下電器産業株式会社

様（現.パナソニック株式会社様）

の敷地の一角を拝借し、昭和 34 年

に宗形電器工業有限会社を設立創

業しました。創業当時では珍しく

本社所在地 福島県福島市蓬萊町一丁目 11 番 1 号 

電話／FAX 024-547-2600/024-547-2601 

資本金 1 億円  

創業 昭和 34 年 3 月 

創立 昭和 35 年 3 月 

従業員数 268 名（グループ合計 793 名） 

成形法 熱可塑性インジェクション成形、 

圧縮成形法、加飾成形法 

成形機数 15t～1800t（40 台） 

（事業内容） 

プラスチック用精密金型、超精密金型、プラスチッ

クの成形加工品、超精密成形品、塗装、新樹脂添加剤

の開発及び市場供給 

社名の由来と会社概要 

本社の外観 

代表取締役 佐藤 正幸 様  



完全月給制の給与体系を実施して、現在も継

続しています。完全月給制とは、不幸にも、

病気などで仕事を休まなければならなくな

った人の給料は社員全員で補うと言う、強い

信頼の上に立ったものです。創業時は 20 数

名の社員が国連旗、国旗、社旗のもとで一丸

となって事業運営にあたっていました。ま

た、創業当時から売上 100 億円と壮大な目標

を掲げておりましたが、わずか 7年で達成し

その後も事業を拡大していきました。現在

は、ムネカタグループ 6社体制にて構成して

います。 

 

 

 

 

 

R＆D を中心に開発設計から製品設

計、各種解析等による技術要素を加味

した金型設計・製作、成形、塗装、組

立、品質保証の一貫生産体制が整って

おり、早くから OEM 企業として設計～

生産までワンストップで対応出来る

体制を有していることが最大の強み

です。 

 

当社では、電池構成部品、シリンダ

ーヘッドカバー、インテークマニホー

ルド等の車関係部品の樹脂金型、樹脂

成形、大画面プロジェクタースクリー

ンの塗装、OA 機器等の多品種の製品を

製造しており、すべての製品におい

て、精度の高い金型及び成形品・組立

品が高く評価されております。 

 

 

 

 

製造している製品・PR したい製品 

当社の強みと独自技術について  

 

工場内の様子 

当社の製品 



 

 

当社では社員教育の最優先事項として取り組む「安全・品質・環境・情報セキュリ

ティー」に関する専門教育を始め、OJT による職能教育、階層別のマネジメント教育

を実施しております。また、自己啓発（能力開発）援助規準を制定して公的資格の取

得を奨励し、自己研鑽による技術、知識レベルの向上を目指す仕組みを導入しており

ます。他人から教わるスタイルではなく、自分自身で学ぶことを推進し、その結果が

昇進昇格につながる人事制度になっています。 

また、社員の定着率が高く、高度熟練技能者が多数在籍しているのが特長です。 

 

 

 

今後の課題は、日本国内において継続的に事業展開をする為に、オンリーワン技術

の集積と構築をしていくことです。製造業の海外への進出が多くなっていますが、当

社ではまず、国内で仕事を確保できる体制を整えていきたいと考えています。社員各

個人が特長を活かすための取り組みや、社員自身が会社任せではなく、安全と健康に

取り組むことをモットーにしています。また、世界に誇れる中堅企業を目指していき

たいと考えています。そのためには、当社の経営方針である「特長を活かす」1.知っ

ていただく、1.理解していただく、1.評価していただく、1.満足していただく、の実

現が必要不可欠だと考えています。 

 

  

 

社内だけでは学べないものも多くあり、従業員のレベルアップを図るために社外の

セミナーに参加する必要があるため、協会で今後の成形、金型の動向に影響を与える

情報提供となるセミナーの開催をしていただきたいです。 

 

 

 

 海外で物を作ることが多くなってきている昨今ですが、日本でより良いものを創り

続けていきたいという社長の強い思いに触れることができました。また、今でも高い

技術があるにも関わらずさらなる高みを目指している点に魅力を感じました。 

 

◎ありがとうございました 

取材：事務局 木原・平野 

本記事記載の情報については 2017 年 8 月 29 日現在のものとなります。 

 
掲載希望の方は事務局（06-6214-8300）までご連絡ください 

 

今後の方針 

社員教育について 

 

協会への要望 

～会社を拝見して～ 

 


